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平成３０年度　第４回全体庁議（５月１１日開催）

（２）「帯広市バイオマス活用推進計画」及び「十勝バイオマス

　　　　産業都市構想」中間評価の実施について[産業連携室]

審議 ・ 報告

　■　提案・報告の趣旨

　「帯広市バイオマス活用推進計画（平成25年度～平成34年度）」及び「十勝バイオマス産業都市構想（平成25年度～平成34年

度）」について、計画期間の5年が経過したことから中間評価を実施する。このため、中間評価及びその後の見直しに係る進め方

などについて、5月24日に開催される産業経済委員会に報告するもの。

・平成30年5月　　産業経済委員会にて趣旨・日程報告

・平成30年8月　　産業経済委員会にて中間評価報告

・平成30年11月　 産業経済委員会にて変更原案報告

・平成30年12月～ 十勝バイオマス産業都市構想変更案を国へ提出

・　　〃     　　帯広市バイオマス活用推進計画変更案のパブリックコメント

・平成31年2月　　産業経済委員会にて策定報告

・同内容で5月24日産業経済委員会へ報告することで了承された。

・特になし

　■今後のスケジュール

　■　審議結果

　■　その他、指摘事項等

　■　提案・報告の主な内容(概要)

１　帯広市バイオマス活用推進計画について

　本計画は、地域循環型社会の形成、エネルギー自立化による災害に強いまちづくり、フードバレーとかちの推進、低炭素社会の

実現を目的に平成25年度から平成34年度までの10年間を計画期間として策定したもの。ごみの減量化・資源化の推進、有機循

環型農業の推進などの取組みを進めてきた。

２　十勝バイオマス産業都市構想について

　本構想は、十勝の農・食・エネルギーの自給社会形成を目的に、平成25年度から平成34年度までの10年間を計画期間として、

十勝管内19市町村共同で策定し、平成25年6月に国から選定を受けたもの。バイオガスなど4つのプロジェクトについて事業化を

図ってきた。

３　中間評価（見直し）について

　計画・構想ともに計画期間の5年が経過する平成30年度に中間評価を実施。バイオマスの種類ごとの利用量や利用率の進捗状

況等を確認し、現状と課題の整理を行うこととしている。

　中間評価に基づき、必要に応じて目標や取組み内容の見直しを行い、帯広市バイオマス活用推進会議や十勝定住自立圏産業

振興・地産地消部会での議論を踏まえて変更原案を作成し、産業経済委員会へ報告する。

　その後、計画についてはパブリックコメントを実施し、構想については国に提出する。


